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無言ということ                 教 頭  原  康 二 
 
私は藤川駅から学校まで三河高生とともに、坂を登り降りしています。わずか10分

程度のことですが、夏には汗をかき、冬には寒さがこたえることもあります。時々一

緒になる60代くらいの大学の先生がいます（挨拶はしますが、どなたかは知りません）。

その先生はポリ袋を持参して、道端に落ちているペットボトル、空き缶、ごみなどを

拾いながら歩いていかれます。その姿を何度となく見ていましたが、そのうち私も空

き缶などを拾うようになりました。その先生の姿が自然に私を感化しました。 
一般に、言葉は非常に大切です。言葉によって物事を理解することが基本であり、

教育の主な部分は言葉を通して学ぶことです。しかし言葉だけでは伝わらないことも

あります。「教育は後姿である」と言う言葉があるように、教師の姿勢、その他を通し

て学ぶ面もあると思います。臨床実習では、学生は日々の診療の中から多くの無言の

ことを学ばせていただいていると思います。 
二期の実習も半ばとなりました。よろしくお願いいたします。 
                              

１ 第１期臨床実習を終えて

第１期臨床実習が5月11日から始まり

6月12日で終了しました。お世話になっ

た施設宛てに学生が感想文を書きます。

ご指導の参考にしていただければ幸いで

す。 
また、臨床実習各期終了時に実習につ

いてのアンケートを実施します。以下は

第１期臨床実習アンケート集計結果の主

なものです。 
「実習内容で費やした時間の多いもの」

診療補助53％、見学24％、器材準備・ 

片付け10％であった。 
「実習以外での時間の使い方」 
実習帳の記録が71％であった。多くの

学生が実習帳の記録に時間を費やしてい

ることがわかるが、国家試験勉強や予習

が0％であることに不安が残る。 
「生活について」 
朝食・昼食・夕食を毎日食べている学

生はどれも96％で、平均睡眠時間は6時

間43分であった。 
 また、平均勉強時間は83分であったが、
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9回生の同時期の101分に比べると18分

少ないことも気にかかる。 
「努力したこと・勉強になったこと」 
バキューム・ライティングが43％、患

者対応29％、器具・器材の準備22％であ

り、いずれも基本的なことが上位であっ

た。 
「大変だったこと」 
『器具の準備に時間がかかったり、き

ちんと準備できなくて悔しかった。』、『バ

キュームやライティングが下手で何度も

教えてもらったのに上手くできなかっ

た。』などであった。 
「今後の目標」 
『診療の流れを早くつかみ、言われて

から動くのではなく次に何が必要か考え

行動したい。』、『いろんな年齢層の患者さ

んに対して気配りができるようにした

い。』など、積極的に自分から行動に移し

たいという内容が多かった。 
「臨床実習の感想」 
『学校にいる時より、何故と思うこと

が多くなり、知りたいという気持ちが増

えた。初めて自分のためにやりたいとい

う勉強ができた。』、『衛生士さんの働く姿

には感動することばかりだった。親切に

分からないところを教えてくれて勉強に

なった。』などであった。 
＊学生は、臨床の現場でいろんな症例を

実際に見て、本当の患者さんに接してい

くなかで、学校では理解できなかったこ

とを学んでいきます。また、現場で働く

スタッフの皆さんの後ろ姿に自分の将来

のＤＨ像をイメージしていきます。未熟

な学生ですが、後進を「育てる」という

気持ちで引き続きご指導をお願いいたし

ます。 
２ 歯の衛生週間事業に参加して 
 6月3日と10日に臨床実習の一環とし

て、今年も岡崎・西尾市・知立市・碧南・

幡豆郡の各歯科医師会の「歯の衛生週間

事業」に参加させていただきました。 
～学生の感想（抜粋）～ 
『衛生士さんは、子どもに合わせて声か

けや体勢を臨機応変に変えていた。歯磨

きの時間になるといつも泣いているとい

う子が、泣かずに良い子でフッ素を塗っ

てもらっている姿に、お母さんが感動し

ていた。いろんな経験を積んでいる衛生

士さんはやっぱりすごいなと思った。』 
『こういうイベントが行われているのを

知らなかったので、大勢の参加者がいて

驚いた。同時に、大勢の人が予防に対す

る意識を持ってくれていると感じ嬉しか

った。歯科衛生士として、知っている知

識を広める場所はこういう所にもあるん

だと、改めて歯科衛生士の活躍の場の広

さを実感した。私も歯科衛生士になった

ら地域の人々のためにさまざまな活動に

参加していきたいと思った。』 
                
３ 今後の主な行事予定（２年生） 
・臨床実習２期終了   ７／１８（水） 

・終業式        ７／２０（金） 

・夏休み ７／２１(土)～９／ ２（日） 

・「福祉の村」実習    ８／ ５（日） 

・始業式        ９／ ３（月） 

・臨床実習３期開始   ９／ ５（水） 

 

 


